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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
黒質一視床一皮質経路は基底核からの主要な出力部の一つであり、これまでの報告では黒質網様部はサ
ルでは外腹側核の内側部や前腹側核のmagnocellularpart、背内側核（MD）への投射が報告されてい
る。ネコでも解剖学的な研究で黒質網様部一視床間の結合が示唆されているが、神経生理学的な検討は
十分なされていない。本研究では、1）ネコ前頭前野に投射するMDニューロンへの黒質網様密からの
入力の存在を証明し、2）その入力が抑制性、興奮性のいずれであるのかを調べた。
［方　法］
1）ネコを用い、全身麻酔下に関頭を行い、前頭前野、黒質網様部に刺激電極を、同価のMDにガラス
微小電極を刺入し、前頭前野刺激に対して逆方向性応答を示すMDニューロンの活動電位を細胞外で
記録した。
2）MDに刺激電極を刺入し黒質網様部で細胞外記録を行い、その逆方向性応答の潜時を異質刺激によ
るMDニューロンの応答潜時と比較した。
3）黒質刺激に対するMDニューロンの応答を細胞内記録で調べた。
［結　果］
1）細胞外記録において、97個のMDニューロンが0．5mA以下の前頭前野刺激に対して逆方向性応答を
示した。黒質網様部の刺激によって、前頑前野に投射する57個のMDニューロン中30個のニューロン
で自発発射の抑制が見られた。黒質刺激で抑制されたMDニューロンはMD核の中心部から背側部に
多く分布していた。抑制性の刺激効果のあった黒質の刺激部位は黒質網様部の内側2／3、背腹方向で
は中央に多く局在しており、この黒質の刺激効果は大脳脚や内側毛帯などへのCurrent spreadによる
ものではないと思われた。
2）19個の黒質網様部ニューロンでMD刺激に対する逆方向性応答が得られた。それらの黒質ニューロ
ンは黒質網様部の内側2／3に位置していた。そしてそれらの潜時は1．4msから14．Omsで、多くは6．O
ms以内であり、この分布は黒質網様部刺激に対するMDニューロンの抑制性応答の潜時（2．0～15．O
ms）とよく一致した。
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3）5つのMDニューロンで黒質網様部刺激に対する細胞内記録を行った。これらの記録では抑制性シ
ナプス後電位（PSP）と思われる過分極電位が得られた。
［考　察］
黒質刺激によるMI）ニューロンの自発発射抑制は、その潜時がMD刺激に対する黒質網様部ニューロ
ンの逆方向性応答の潜時とよく一致すること、また、この抑制効果を生じさせる刺激部位はMD核に投
射する黒質網様部ニューロンの存在する部位によく一致することから、このMDの抑制性応答が、黒質
からMDへの直接の投射により生じているものと考えられた。また、MDニューロンの細胞内記録にお
いて、黒質網様部刺激で短く一軍した潜時で単シナプス性のpSPと思われる過分極電位が得られており、
細胞外記録による前頭前野に投射するMDニューロンの抑制性応答も単シナプス性に生じている可能性
が高いと思われた。ネコ黒質網様部ニューロンは、少なくとも前頭前野背側部に投射するMDニューロ
ンに対し、直接、抑制性の影響を及ぼすと考えられ、黒質網様部からMDニューロンに対するこのよう
な抑制性の投射は、淡蒼球が運動野や運動前野に投射する視床ニューロンに抑制性に投射しているのと
同じ作用を持っことになり、両者は等価な回路であることが示唆された。
［結　論］
1）ネコ黒質網様部ニューロンは、少なくとも前頭前野背側部に投射するMDニューロンに対し、直接、
抑制性の影響を及ぼす。
2）黒質網様部一視床背内側核一前頭前野背側部をむすぶ回路は淡蒼球一視床一皮質回路と等価な回路
である、と考えられた。
学位論文審査の結果の要旨
黒質一視床一皮質経路は基底核からの主要な上行路の一つである。ネコでは、解剖学的な研究で黒質
網様部一視床間の疇合が示唆されていたが、神経生理学的な検討は充分なされていなかった。本研究は
神経生理学的方法を用いて、ネコ前頭前野に投射するMDニューロンが黒質網様部からの入力を受ける
ことを証明し、この入力が抑制性、興奮性のいずれであるのかを調べたものである。
1）ネコの前頭前野刺激に対して逆方向性応答を示すMDニューロンの細胞外電位を記録し、黒質網様
部を刺激したときにMDニューロンの自発発射が、2．0から15．Omsの潜時で抑制されることが明らか
になった。
2）MDを刺激して黒質網様部ニューロンの逆方向性応答を細胞外で記録すると、その潜時は、1．4から
14．Omsに分布していた。これは黒質刺激によるMDニューロンの抑制性応答潜時の分布とよく一致し
ており、前頭前野に投射するMDニューロンに黒質網様部からの抑制性投射があることが明らかになった。
3）黒質刺激に対するMDニューロンの反応の細胞内記録で、PSPと思われる過分極電位が得られた。
この成績から、黒質網様部とMDは単シナプス性に結合し、黒質網様部からMDへの投射は抑制性で
あることが示された。
4）この黒質網様部と前頭前野に投射するMつとの結合は、すでに知られている運動野や前運動野に投
射する淡蒼球一視床路と等価な抑制性経路であることが示唆された。
本研究は黒質網様部が前頭前野に投射する視床背内側核と単シナプス性に結合し、この結合は抑制
性であることを明らかにした点で意義が深く、博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。
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